
 

事業者の名称 本事業の内容 

（仮称）中紀第二ウィンドファーム事業に係る計画段階環境配慮書について 
 

事業名称 （仮称）中紀第二ウィンドファーム事業 

事業主体 エコ･パワー株式会社 

所在地  東京都品川区大崎一丁目 6 番 1 号 

ＴＯＣ大崎ビルディング 

 

 

 
我が国では、東日本大震災以降、再生可能エネル

ギーの更なる拡大に向けて、固定価格買取制度（FIT

制度）が施行され、現在の導入量拡大に寄与してい

る。また、平成30年7月にはエネルギー基本計画が

閣議決定され、再生可能エネルギーはエネルギー安

全保障にも寄与できる重要な低炭素の国産エネルギ

ーとして積極的に推進していく方針が確認されてい

る。なかでも風力発電は、導入加速に向けた取り組

みの強化がなされている。 

本事業は、弊社にて建設中の中紀ウィンドファー

ム事業の隣接エリアであり、和歌山県有田川町・日

高川町の町境に位置する白馬山脈沿い尾根の一部に

おいて複数の風力発電機の設置を行い、風力エネル

ギーによるクリーンな電気を発電し、その発生電力

を売電する事業である。また、風力発電事業を通じ

て地域の活性化への貢献と、地域との共生を目指し

て取り組むものである。 

・種類：風力（陸上） 

・発電所の出力：51,000kW（最大） 

（2,000～3,400ｋＷ級を最大15 基） 

・実施区域：有田川町（金屋地域）、日高川町（旧中津 

村、旧美山村地域）に接する白馬山脈の行政界付近 

（裏面参照） 

・運 転 開 始 時 期 （ 予 定 ） ：平成 34 年 以降 
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方法書
調査計画・手法を
とりまとめたもの

準備書
現地調査の結果や事業実施による
影響の予測・評価の結果をとりま
とめたもの

評価書
※ 準備書手続き
での審査結果等
を踏まえ、準備
書を必要に応じ
て修正したもの
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縦覧：平成30年10月16日～平成30年11月15日

環境影響評価の手続き 
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※基礎形状は、今後の地質調査等の結果を基に検討する。 



 

 

 

【 凡 例 】 
：事業実施想定区域 

：風力発施設の設置予定範囲 
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2.2.8 その他の事項 

1. 事業実施想定区域及びその周囲における他事業 

事業実施想定区域周囲における他事業は、第 2.2-4 表及び第 2.2-18 図のとおりであり、

稼働中、建設中及び計画中の事業が 6 件存在する。 

 

第 2.2-4 表 事業実施想定区域及びその周囲における他事業 

事業名 事業者名 発電所出力 備 考 

1 有田川ウィンドファーム 
株式会社ユーラスエ

ナジー有田川 

13,000kW 

（1,300kW×10 基） 

・稼働中 

・運転開始：平成 21 年 4 月 

2 中紀ウィンドファーム エコ・パワー株式会社 
48,300kW 

（2,100kW×23 基） 
・建設中 

3 広川明神山風力発電所 
株式会社広川明神山

風力発電所 

16,000kW 

（1,000kW×16 基） 

・稼働中 

・運転開始：平成 20 年 11 月 

4 
広川・日高川ウィンドファ

ーム 
エコ・パワー株式会社 

20,000kW 

（2,000kW×10 基） 

・稼働中 

・運転開始：平成 26 年 11 月 

5 白馬ウィンドファーム 
白馬ウィンドファー

ム株式会社 

30,000kW 

（1,500kW×20 基） 

・稼働中 

・運転開始：平成 20 年 12 月 

6 
（仮称）海南・紀美野風力

発電事業 

合同会社 NWE-03 イ

ンベストメント 

最大 54,000kW 程度 

（4,500kW×15 基程度） 
・計画中 
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第 2.2-18 図 事業実施想定区域及びその周囲における他事業 
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第 3.1-24 図(2) 現存植生図（拡大） 

「第 6～7 回自然環境保全基礎調査（植生調査）」

1/25,000 植生図「金屋」、「紀伊清水」、「川原河」、

「寒川」（平成 12 年度調査）の GIS データ（環境省

HP、閲覧：平成 30 年 8 月） 

より作成 ※植生図の凡例は第 3.1-23 表のとおりである。 
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第 3.1-23 表 現存植生図(凡例) 

 
注：1．図中 No.は第 3.1-24 図の現存植生図内の番号に対応する。また、※は第 3.1-24 図（2）の拡大図 

に含まれる番号である。 

2．統一凡例 No.とは、「生物多様性情報システム自然環境保全基礎調査 植生調査（植生自然 

度調査）」（環境省 HP、閲覧：平成 30 年 8 月）の 1/25,000 に示される 6 桁の統一凡例番号 

（凡例コード）である。 

 




